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道 標 保幼小の接続・連携を考える
幼児期の豊かな体験により身に付いた学びを小学校

教育に円滑に接続していくために , 幼児期の教育では
今の学びがどのように育っていくのか , 小学校教育で
は幼児期の教育内容の深さや広がりを十分理解するな
ど , お互いの教育を理解することが大切であり ,「学び
の連続性」を保障するなど教育システムの構築が非常
に重要である。
平成 26年度幼児教育実態調査（文部科学省）によれ

ば , 市町村ごとの幼稚園と小学校の接続の状況として ,
接続を見通した教育課程の編成・実施は行われていな
いとする回答がおよそ６割を占めているという結果と
なった。それを受け , 平成 28 年４月に国立教育政策研
究所に幼児教育研究センターが置かれ , 幼小接続期カ
リキュラムが示された。同年９月には , 本県でも幼児
教育の更なる充実に向けた取組として , 県総合教育セ
ンターに幼児教育アドバイザーが配置され , 幼児教育
の推進構築事業の研究を進めているところである。

また ,二年目の本年度からは調査研究事業として「幼
児期の教育と児童期の教育の円滑な接続を図るカリ
キュラムについての研究」を始めるとともに , 研修事
業として「幼児教育アドバイザー育成事業」,「スマ
イル先生！幼児教育若手指導力アップ研修」を新規で
行っている。
保育所や幼稚園から小学校へ入学した際 , 環境や教

育システムの大きな変化により不適応の状況が起こり
やすいことをいわゆる「小１プロブレム」と言われて
きた。そして , その対策として保幼小の連携の推進な
ど , それらの不安を軽減する取組がされてきたが , 十
分な改善までにはいたっていないのが現状である。
では , 幼児期の教育と児童期の教育の円滑な接続を

図るためには , 具体的にどのような取組が必要なのだ
ろうか。子どもの発達段階を踏まえ,接続期のカリキュ
ラムに触れながら , 保幼小のよりよい接続・連携の在
り方について考えていきたい。


